フィデルの考察

ベネズエラ・ボリーバル共和国大統領あてメッセージ

親愛なるウゴ、

１９９４年１２月１４日、ハバナ大学のアウラ・マグナ講堂で会ったときから今日で１５年です。前日の晩、搭乗機のタラップで君を待ちました。

君がベネズエラ親米政権に反対して武器をとって立ち上がったことは知っていました。投獄中から君の思想についてのニュースはキューバに伝わっていたし、キューバの経験と同じく、君も９２年２月４日の蜂起に至った革命思想を自分自身の中で深化させていたのだと思います。
アウラ・マグナ講堂では自発的かつ明解にボリーバル思想について語ってくれました。自ら胸に抱き、ベネズエラ固有の条件、現代史という条件下で帝国の圧政に抗し、ベネズエラ独立のための闘争に君を導いた思想について話してくれました。ボリーバル、そして大きな夢を抱いた偉大な同志たちがスペイン植民地のくびきに立ち向かって戦った努力の末に得たベネズエラの独立、それは単なる笑いものでしかなかったのでした。
歴史は瞬間、瞬間ごとに変わります。いかなる人間の思想も、その事業もその時代を離れた外側で判断することはできません。君も、私も同じく何千年という長い歴史の進化を経た思想から出発しています。しかし、遠い過去の歴史であれ、近年の歴史であれ、主人と奴隷、搾取者と被搾取者、抑圧者と被抑圧者という社会の分断がつねに相容れない、忌むべきものであるということで互いに多くの共通点を有しています。今日、この分断こそが最大の恥辱であり、人類の不幸と苦悩の最大の原因となっています。
労働生産性は今日、科学技術によって数十倍、ときには数百倍、また数千倍にも増しています。それゆえ、分断という不正な差異は消し去ることができます。

君も、私も、数千万ベネズエラ人・キューバ人もこの認識を共通して持っています。

君の出発点は幼年時代からのキリスト教の原則で、これに反乱の思想が加わりました。私はマルクスの思想で、やはり反乱の思想が加わりました。

キリスト教信者であれ、マルクス主義者であれ、普遍的に受容される倫理的原則が存在し、それは有効なのです。

革命思想はこの出発点から学習と経験によって豊かになり続けます。

二人の間の誠実かつ革命的な友情は、まだ大統領になる前に生まれたのだと言っておいたほうがいいでしょう。私は何ごとかを要請したことはありません。１９９９年選挙でボリーバル運動が勝利したとき、石油価格はバレル当たり１０ドル以下でした。大統領就任式に招待してくれたのでよく記憶しています。

キューバに対する君の支援は、ちょうどキューバのベネズエラの兄弟国民に対する協力と同じように自発的なものでした。

ソ連邦転覆後に始まった特別期の最中に、あの帝国はキューバ国民に対する野蛮な封鎖を強化しました。死活的な時期に燃料価格は高騰、キューバへの供給は困難になりました。そのとき君は確実かつ安定した商業的供給を保証してくれました。
０２年４月のボリーバル革命打倒政治的クーデター、同年末の石油ストに対する輝かしい君の勝利の後、石油価格がバレル当たり６０ドルを超えるまでに上がったそのとき、キューバに燃料を供給し、ゆるやかな支払い条件を提示してくれたことを私たちキューバ人は忘れることはできません。すでにブッシュは米大統領であり、ベネズエラ国民に敵対する違法な、背信的攻撃をあやつった張本人でした。
君も私も出席していたメキシコでの国際会議、あの人も出席義務のあった国連会議の際、私の出国を条件にすれば着陸するという要請のために二者択一を迫られたメキシコから私が出国を強いられたとき、君がどれほど憤慨したか、思い出します。
キューバ国民が半世紀間の英雄的抵抗の後、再び帝国の手に落ちることをあの帝国が期待していたとき、キューバを支援するボリーバル革命を許すことは決してありえないのです。マイアミでは反革命勢力がブッシュの要請した移行政府がキューバに樹立されたなら、ただちに革命家を殺す３日間のライセンスを要求していたのです。
ベネズエラ・キューバ間の模範的な、実りのある協力関係は１０年経過しました。ＡＬＢＡ＊１はこの時期に生まれました。米主導ＦＴＡＡ＊２は破綻していましたが、米国は攻勢をかけていました。
ホンジュラスのクーデターとコロンビアの７カ所の米軍基地の建設は米新政権成立後に起きた最近の、新たな出来事です。前任者は第二次世界大戦後半世紀を経て、冷戦もなく、ソ連邦も存在しない中、第四艦隊を復活させました。あの帝国の真の意図は明白であり、今度はバラク・オバマ大統領の穏やかな笑みとアフリカ系アメリカ人の顔立ちの下に現れています。
ダニエル・オルテガ＊３は昨日、ホンジュラスのクーデターが中米統合計画（ＳＩＣＡ）加盟国の弱体化とその行動をいかに決定付けたかを説明しました。

あの帝国はベネズエラ攻撃のためにラテンアメリカの右翼勢力を動員し、さらにＡＬＢＡ加盟諸国に向けてこれを動かしています。ボリーバルの祖国（＝ベネズエラ－訳者注）の膨大な石油・ガス資源が再び奪取されるなら、カリブ海の英語圏諸国、中米諸国は革命ベネズエラが今日提供している寛大な供給条件を失うことになります。
数日前ですが、バラク・オバマ大統領がウエスト・ポイント陸軍学校でアフガニスタンでの戦争に３万人の兵員を増派すると通告した演説の後、私はこうした決定を下した後にノーベル平和賞を受賞するという行動を鉄面皮な行為として見なす一考察を書きました。
去る１２月１０日のオスロでの授賞演説の中で、オバマ大統領は典型的な帝国主義的論理と思想を肯定しました。「はるか離れた土地での戦闘に数万人もの若い米国人を展開させることに私は責任を負っています。殺す側にもなるし、殺される側にもなります。」無人機から発射された爆弾が炸裂し、犠牲者の大多数が無防備な村の住民である遠方の地で起きている野蛮な殺戮を「正義の戦争」として表現しようと、肯定したのです。

冒頭部分にこのフレーズを使ってから、オバマ大統領は市民の殺戮を正義の戦争として表現するため４６００語超の演説を行いました。「今日の戦争では兵士よりも民間人の死者ははるかに多い」と発言しました。
すでにイラク、アフガニスタン、パキスタン国境地帯では１００万人超の非戦闘員の市民が死亡しています。

オスロ演説で、オバマ大統領は１００万トンを超える爆弾をベトナムに投下した人物、電子機器を使用して事故に見せかけてシベリアの石油・ガスパイプラインを爆破させた＊４人物について詳しく述べることなく、ニクソンとレーガンを優れた個人として称えました。シベリアの爆発はあまりにも強力かつ破壊的だったため、核爆発モニター装置が作動したほどでした。
オスロでの演説は、ウエスト・ポイントでの演説と異なっています。ウエスト・ポイント陸軍学校での演説の方が推敲されており、雄弁でした。オスロ演説では、大統領の表情に自らの言葉に不誠実さがあることを意識していたことが現れていました。
時と情勢は同じではなかったのです。オスロはコペンハーゲンの近くに位置しています。この場所で気候変動に関する最も重要な会議が開かれ、君とエボ＊５は出席することになっています。たった今、コペンハーゲンで人類史上最も重要な政治闘争が繰り広げられています。だれもがこの会議で、先進資本主義諸国が人類に対して、どこまで甚大な損害をもたらしてきたかを十二分に知ることができるでしょう。今日、この国際会議が正義のためにだけ闘っているだけではだめなのです。人類存続のために闘わなければならないのです。

私はＡＬＢＡ首脳会議＊６の流れをずっと追いかけていました。みなさんに祝福のあいさつを送ります。多くの、親愛なる友人たちが意見を出し合い、団結して闘うのをみてうれしく思いました。みなさんを祝福します。
勝利までつねに前進！!Hasta la Victoria siempre!
強い抱擁を送ります。

フィデル・カストロ・ルス

０９年１２月１４日
＊１　Alianza Bolivariana para los Pueblos de Americas　現在の名称はアメリカ諸国民のためのボリーバル同盟　当初は「Alternativa　代替計画」であった。

＊２　ＦＴＡＡ＝Free Trade Agreement for Americas　米州自由貿易協定
＊３　Daniel Ortega　ニカラグア大統領、サンディニスタ民族解放戦線時代から闘い、その後選挙で勝利した。
＊４　１９８２年６月、シベリアのウレンゴイからチェリャビンスクまで敷設されたパイプラインが大爆発を起こした。０５年に元米国家安全保障委員会（ＮＳＣ）だったトマス・Ｃ・リード氏が著書At the Abyss – Insider’s History of the Cold Warで「米ＣＩＡが、カナダの会社からソ連邦が得た機材のソフトウエアにウイルスを加えた」と述べた。９５年にはVictory: The Reagan Administration’s Secret Strategy that Hastened Collapse of the Soviet Union が出版されている。
＊５　ボリビアのエボ・モラレス大統領
＊６　ハバナで０９年１２月１３－１４日、第８回ＡＬＢＡ－ＴＣＰ首脳会議が開かれた。

